






 広報いまかね NO. 3





 広報いまかね NO. 5

平成２６年度に特に注意を要する病害虫（北海道病害虫防除所ＨＰより抜粋）

３　

春
ま
き
小
麦
の
ム
ギ
キ
モ
グ
リ
バ
エ

（
１
）
発
生
状
況

　

ム
ギ
キ
モ
グ
リ
バ
エ
は
、
幼
虫
が
麦
類
の
茎
内
部
へ

侵
入
し
、
食
害
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
育
初
期
に
加

害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
幼
虫
の
侵
入
部
位
か
ら
上
部
の

茎
葉
が
枯
死
し
て
無
効
分
げ
つ
が
増
加
し
ま
す
。ま
た
、

出
穂
前
に
加
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
出
穂
不
能
と
な
っ

た
り
、
出
穂
し
て
も
傷
穂
あ
る
い
は
白
穂
と
な
る
症
状

が
現
れ
ま
す
。
特
に
、
春
ま
き
小
麦
は
本
種
に
よ
る
被

害
を
受
け
や
す
く
、
多
発
し
た
場
合
、
収
量
が
半
減
す

る
事
例
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
は
、上
川
地
方
を
中
心
に
被
害
が
目
立
ち
、

被
害
面
積
率
は
春
ま
き
栽
培
で
２
％
、
初
冬
ま
き
栽
培

で
５
．
９
％
に
達
し
ま
し
た
。

本
種
は
年
２
〜
３
回
発
生
し
、
秋
季
に
は
成
虫
が
秋
ま

き
小
麦
等
へ
移
動
し
、
幼
虫
態
で
越
冬
し
ま
す
。
通
常

は
２
回
目
成
虫
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

平
成
24
年
は
10
月
上
旬
ま
で
か
な
り
の
高
温
が
続
い
た

た
め
、
３
回
目
成
虫
の
発
生
が
多
く
、
越
冬
幼
虫
の
密

度
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
25
年
は
春
季
の
天
候
不
順
に
よ
り
、
春
ま
き
小
麦

の
は
種
期
が
遅
れ
た
こ
と
か
ら
生
育
も
遅
れ
、
被
害
を

受
け
や
す
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
防
除
対
応

　

防
除
対
策
と
し
て
、
春
ま
き
小
麦
の
春
ま
き
栽
培
で

２　

各
種
作
物
の
ヨ
ト
ウ
ガ

（
１
）
発
生
状
況

　

て
ん
さ
い
に
お
け
る
ヨ
ト
ウ
ガ
の
発
生
量
は
、
平
成

25
年
の
第
１
回
お
よ
び
第
２
回
と
も
に
平
年
よ
り
や
や

多
く
、
上
川
、
十
勝
お
よ
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
を
中
心

に
被
害
が
目
立
ち
ま
し
た
。
平
成
25
年
の
発
生
で
特
徴

的
で
あ
っ
た
の
は
、多
発
生
が
て
ん
さ
い
の
み
な
ら
ず
、

通
常
は
被
害
と
な
り
に
く
い
作
物
で
も
目
立
っ
た
こ
と

で
す
。
上
川
お
よ
び
宗
谷
地
方
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
ほ
場

で
は
、
７
月
に
幼
虫
が
多
発
し
て
茎
葉
や
支
根
を
激
し

く
食
害
し
、
一
部
の
株
が
倒
伏
し
ま
し
た
。
ま
た
、
上

川
地
方
の
そ
ば
ほ
場
で
は
、
幼
虫
が
８
月
下
旬
に
多
発

し
、
葉
お
よ
び
花
を
食
い
つ
く
し
、
そ
の
後
、
周
辺
の

ほ
場
へ
移
動
、
侵
入
し
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
果
皮
お
よ
び
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
雌
穂
を
食
害
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

事
例
と
も
、
被
害
に
気
づ
い
た
の
は
幼
虫
が
老
齢
に
達

し
て
か
ら
で
あ
り
、
後
者
で
は
、
殺
虫
剤
散
布
を
実
施

し
た
も
の
の
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
域
以
外
に
も
、に
ん
じ
ん
、ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
お
よ
び
デ
ン
ト
コ
ー
ン
で
同
様
の
被
害
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

（
２
）
防
除
対
応

　

主
要
な
加
害
作
物
で
な
く
と
も
、
幼
虫
が
多
発
し
、

大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
通
常
は
ヨ

ト
ウ
ガ
を
対
象
と
し
た
防
除
を
実
施
し
な
い
畑
作
物
お

１　

秋
ま
き
小
麦
の
赤
さ
び

（
１
）
発
生
状
況

　

上
川
お
よ
び
十
勝
地
方
で
は
10
％
以
上
、
空
知
、
石

狩
、
後
志
お
よ
び
胆
振
で
も
５
％
前
後
と
な
り
、
道
内

全
体
で
は
９
．
３
％
（
平
年
０
．
８
％
）
と
近
年
に
な

い
多
発
生
と
な
り
ま
し
た
。（
現
況
調
査
結
果
）

　

平
成
25
年
は
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
高

温
少
雨
傾
向
で
、
本
病
の
発
生
に
適
し
た
気
象
条
件
で

あ
っ
た
こ
と
が
多
発
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

抵
抗
性
が
「
や
や
強
」
の
品
種
で
あ
る
「
き
た
ほ
な

み
」
で
も
全
道
的
に
発
病
が
認
め
ら
れ
、
発
病
程
度
が

被
害
許
容
水
準
に
迫
る
事
例
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。「
き

た
ほ
な
み
の
抵
抗
性
が
打
破
さ
れ
た
と
は
一
概
に
言
え

な
い
も
の
の
、
秋
季
調
査
（
平
成
25
年
10
月
６
半
旬
）

で
は
、
過
去
の
調
査
と
比
較
し
て
も
多
め
の
発
病
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。（
予
察
定
点
ほ
場
）

（
２
）
防
除
対
応

　

本
病
の
防
除
は
、
開
花
始
の
薬
剤
散
布
（
赤
か
び
病

と
同
時
防
除
）
を
基
幹
防
除
と
し
ま
す
。

　

主
要
品
種
の
「
き
た
ほ
な
み
」
で
も
条
件
に
よ
っ
て

は
多
発
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
赤
さ
び
病
に

対
す
る
抵
抗
性
と
関
係
な
く
、
越
冬
後
の
本
病
の
発
生

推
移
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
病
の
被
害
許
容
水
準
は
、
開
花
始
に
お
け
る
止
葉
の

病
葉
率
25
％
で
す
。
止
葉
が

抽
出
す
る
ま
で
に
下
葉
に
病

斑
が
目
立
つ
場
合
に
は
、
止

葉
抽
出
か
ら
穂
ば
ら
み
期
に

も
薬
剤
散
布
を
実
施
し
ま
す
。

散
布
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る

と
十
分
な
防
除
効
果
が
得
ら

れ
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、

防
除
適
期
を
逸
し
な
い
よ
う

に
注
意
が
必
要
で
す
。

よ
び
野
菜
類
に
お
い
て
も
定

期
的
に
ほ
場
観
察
を
行
い
、

発
生
を
早
期
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
幼
虫
に
対

す
る
殺
虫
剤
の
防
除
効
果
は

若
齢
幼
虫
で
高
く
、
成
育
す

る
に
従
っ
て
低
下
す
る
の
で
、

防
除
適
期
を
逸
し
な
い
よ
う

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

は
早
期
は
種
に
努
め
、
５
月

下
旬
以
降
、
６
葉
期
頃
ま
で

茎
葉
散
布
を
実
施
し
ま
す
。

春
ま
き
小
麦
の
初
冬
ま
き
栽

培
に
お
い
て
も
、
平
成
25
年

に
被
害
が
多
か
っ
た
地
域
で

は
５
月
下
旬
以
降
の
防
除
を

検
討
し
ま
す
。
な
お
、
秋
ま

き
小
麦
の
極
端
な
早
ま
き
は
、

越
冬
幼
虫
の
密
度
を
高
め
る

の
で
避
け
ま
す
。



 JA 広報いまかね NO.4636

　日頃より農作業お疲れ様です。農作業が一段落した時に人間ドックを受診してはいかがですか？
人間ドックは、日常生活を支障なく送っている人を対象として、短期間に全身の総合的な健康診断を行い、
本人の健康状態を評価、把握し、その後の生活における健康面での指導を行う総合健康診断のことです。
自覚されていない病気を早期に発見することと、老化に伴う心身の機能の低下を判定して、健康保持の方
針を確立することを目的としています。皆様の健康管理にお役立てください。
1．サービス内容     3 月・4月・5月は札幌厚生病院にて宿泊料金を全額負担いたします。
     ※上記以外の月については、一部ご負担いただきます。
     ※お食事代金等は含まれておりません。
2．宿泊ご負担金
　  ◆1 月・2月・6月【シングル  3,000 円 /1 名】【ツイン  2,000 円 /1 名】【トリプル 1,500 円 /1 名】
　  ◆7 月・8月・9月【シングル  7,000 円 /1 名】【ツイン  4,000 円 /1 名】【トリプル 3,500 円 /1 名】
　  ◆10 月・11 月・12 月【シングル  4,000 円 /1 名】【ツイン  2,500 円 /1 名】【トリプル  2,000 円 /1 名】
3．対象となる宿泊　札幌厚生病院にて人間ドックを受診いだたく方の前泊 1日分
4．宿　　泊　　先   ○ホテルクラビーサッポロ 中央区北２条東 3丁目
     ○札幌全日空ホテル  中央区北 3条西 1丁目
     ○ニューオータニイン札幌 中央区北 2条西 1丁目
     ※宿泊先は申込日により上記 3施設の中から当方にて振分いたします

申込・問合せ先℡　0137-82-0211　ＪＡ今金町　管理課まで

作業お疲れ様です　日頃より農作業頃より農作業

管理課からのお知らせ

２ 貯金課からのお知らせ

人間ドック受診の宿泊サービスのご案内

ＡＴＭからの振込が可能となりました。手数料につきましては、以下の通りとなっています。

ＪＡ今金町口座への振込

5万円未満

5万円以上

ＪＡ系統 他金融機関あて
無料

1件につき
１０８円

１件につき
２１６円

５万円未満　１件につき
３２４円

５万円以上　１件につき
４３２円

※但し、口座からの振込のみです。現金での振込はできません。

問合せ先℡　0137-82-0211　ＪＡ今金町　貯金共済課まで




